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 マダイの中間育成と放流に取り組んで

 かいゑい漁協青年部中村幸二

 1地域及び漁業の概要

 私の住んでいる開閲町は,薩摩半島の南端に位置し,古くから海で働く人々の航海の目標となっ

 ている開聞岳がそびえています。(図1)東シナ海に面したここの海域は天然礁にも恵まれ,ブ

 リ・ヒラスなどの回遊魚をはじめ瀬物類も多く好踊場を形成しています。
 私の所属するかいゑい漁協は昭和50年に知覧町漁協と合併し,開聞町・頴娃町に加え知覧町の

 3町が関係区域となりました。現在,組合員数は正組合員が163名,准組合員が78名の計241名か

 らなり,主な漁業は定置網・まき網・刺網・一本釣りで,魚種はアジ・サパ・イワシ・瀬物類な

 どです。昭和63年の水揚高は6,809トン・7億3千万円でした。(図2)

 2漁協青年部の概要

 かいゑ.、・漁協青年部は,地域の漁業振興と親睦を日的に昭和54年6月漁業後継者31名で発足し

 ました。年々脱会者も多く,現在では部員は16名で密猟監視,先進地視察や毎月の定例会,また

 研修大学などへの参加を中心に活動しています。地域が広いことや漁業種類が違うこともあり,

 みんなの都合のよいときに集まるというのは非常に難しいです。

 漁協には他に振興会や研究会が7グループありそれぞれ活動していますが、今回は青年部がそ

 の中の川尻網振興会と協力して取り組みましたマダイ中問育成・放流について発表します。

 3課題選定の背景

 最近はいたるところで資源が減少しているといわれており,栽培漁業や資源管理型漁業という

 言葉をよく耳にします。私たちのかいゑい漁協では,それらをふまえたいくつかの事業を行って

 きました。昭和61・62年度にガザミの中間育成・放流,昭和61年度から毎年ヒラメ稚魚の直接放

 流を,さらに昭和63年度からマダイ稚魚の放流も行っています。(表1)またイセエビについて

 は古くから2ケ所の禁漁区をつくり,禁漁期開始日の5月1目にそこへ親エビの放流を行い資源

 の増加を期待しています。イカについても各地域にイカ柴を投入し,産卵場所の確保につとめて

 います。さらに最近,鹿児島湾でマダイの100万尾放流が行われるようになってから,一本釣り

 の人たちが背中に傷痕のあるマダイを釣ってくる機械が多くなってきています。また石垣にある

 漁協支所で4月から調べたところによると,水揚げされたヒラメの半数は白化固体であったとい

 うこともあり,組合員の間でも特に稚魚放流について関心が高まってきました。放流する時は稚

 魚はより大きいほうが自然での歩留りもよいだろうということでしたが,私たちは魚の中間育成

 技術はほとんど持ち合わせていませんでした。そこでその技術を得るために栽培技術習得事業で

 マダイ稚魚の中間育成・放流を昭和63年度と今年度行いました。ここではそれを中心に話したい

 と思います。
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 4活動内容と結果

 中間育成・標識装着を開聞町川尻で行ったことから,作業は主に青年部と川尻網振興会の若手

 で行いましたが,初めてのこととあって不安だところがたくさんありましたので,すでにマダイ

 の中間育成・放流を行っていた坊津町と山川町へ研修視察を行い,管理方法などいろいろ教えて

 いただきました。網替えの要領については特に参考になりました。

 中間育成は7m各鋼管筏1台で行いました。当初は筏を港外へ設置予定でしたが,時化に耐え

 られそうもなかったので川尻港の外港に許可をいただき設置しました。(図3)マダイ稚魚は全

 長約3センチのものを県栽培漁業センターより搬入しました。

 63年度は6月21日に5万尾を持ってきて,3m角網2つで,冷凍イワシを中心に時々は漁協の

 自営定置で取れたスポタ(ヒラソウダ)などの雑魚も栄養剤を混ぜてミソチにし,朝7時と昼3

 時の2回給餌で飼育を行いました。給餌量は県が作成した鹿児島県におけるマダイの栽培技術マ

 ニュアルを参考にしましたが,両年度とも餌代は約14万円でした。(表2)飼育を始めて何日か

 してマダイも慣れてくると,餌を直接手から食べるようになりとてもかわいく感じるようになり,

 後になってこういう愛着がとても大切なのだと感じました。網替えは汚れが目立つようになると

 行いましたが,だいたい1週間おきにしました。また同時に数尾取り上げて成長度合いも調べて

 みました。45日間中間育成を行い、心配していた歩留りも42,∞0尾の84%ととてもよく,全長は

 約9センチにもなりました。(図4)1万尾に標識を付けましたが,こちらの作業もスムーズに

 進みました。そして各町の振興会へ稚魚を配付しました。

 今年度についても同じように4万尾を6月8日から55日間中間育成し歩留りは36,000尾の90%

 で全長約9センチでした。(図4)

 マダイは中間育成技術がかなり確立されている魚種ではありましたが,急病などの発声もなく

 高い歩留りが得られたことで,わたしたちは自信をつけたところです。この自信をパネに来年度

 は広域栽培パイロット事業用マダイのかいゑい漁協分10万尾の中問育成も計画しております。

 さて,これまではよいところぱかり言ってきましたが,いくつか問題も出てきました。まずは

 台風です。今年度は期間中に2つの台風が通過しました。港内とは言っても外海よりちょっとま

 しなくらいで,波浪で筏が大破するのではと心配するほどでした。今後は台風時期前に放流を済

 ませる必要があると思いました。次にこの辺りは県内有数の定置網漁場であるということです。

 37Kmの海岸線に大小16続の定置網が入っています。そのため放流翌日には100尾単位で各網に

 大網してしまいます。私も毎朝父の定置網を揚げに行きますが,一生懸命育てたマダイ稚魚が入っ

 ているととても悲しくなります。今年度は台風のため定置網が入っていませんでしたが,今後の

 大きな課題です。

 放流効果についてですが,再捕の報告はまだ入ってきていません。放流したマダイがどこにいっ

 てしまうのかについては最大の関心事です。これについては近く水産試験場が調査を始めると聞

 いており,大いに協力していきたいと思います。

 5青年部の一活動

 話は少し変わりますが,放流を行うようにたって感じたことに,海が汚れてきたということが



 あります。昔は海の色がよく藻場もたくさんありましたが,今ではほとんどなくなりました。こ

 れでは放流はしても魚が居つかないのではと思ったくらいです。いろいろ原因はあるのでしょう

 が,その中でも生活排水はかなり影響しているように思います。昔のようなきれいな海に戻すた

 めにはどうすれぱよいだろうかと考えていたところ,漁婦連が行ってきている天然せっけんの普

 及に漁青連も協力することとなり,私たちの青年部も進んでいろいろな会に出席したり,一軒一

 軒家をまわったりして天然せっけんの普及を活発におこなっているところです。評判の方は必ず

 しもよいとは言えませんが,漁場環境を守るために今後も頑張っていきたいと思います。

 6今後の計画と課題

 さて,この事業の1年目の63年にマダイの中問育成用の筏を港内に設置して魚を生かしておく

 うちに蓄養の話が出てきました。ちょうど同じ時期に青年部と網振興会でも活魚出荷についての

 先進地視察を行っており,組合の方でも活魚の取り扱いを始めようと考えているところでした。

 定置網が多いところでもありますので,蓄養・活魚出荷を港内に筏を設置してやってみようとい

 うことになりました。そしてこれまでにヤリイカとタパメ(フエフキダイ)を行ってみました。

 今後は陸上での蓄養も考えており,できる範囲で徐々に伸ばしていきたいと思います。

 また今年度は,一本釣りの人たちがマダイ延縄の先進地である佐多岬漁協に視察に行くなど漁

 法の改良も目指しているところで,何年か後にはかいゑい漁協で放流したマダイの活魚が見られ

 るだろうと思っています。

 最後に,これまでマダイ稚魚の中間育成・放流を中心に,それに関連したこともいくつか話し

 てきましたが,これからもこのようなことがさらに重要になってくると思います。そうした中で

 私たちもこれまで以上に理解を深め頑張って行きたいと考えています。
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 〔図2〕平成元年の魚種別及び漁業種類別漁獲高
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 〔表1〕これまでに行った稚魚放流

       年度受入尾数中間育成放流尾数放流サイズ放流目

       ガ6127,00013日6,130C3～48/7
       ザ

       ミ6220,00013日4,155C3～47/3

       611.15005/9

       ヒ

       6212,0005/20

       ラ

       6320,∞O60mm4/20*1       7,80080mm6/20

       メ

       元20,O0060mm5/19*1

       マ6350,00045日42,00090㎜m8/4*2

       ダ

       イ元40,00055日36,00090mm8/2*2       100,00070mm7/12*3

 *1:豊かな海づくり事業

*2:栽培技術取得事業

 *31広域栽培パイロット事業

 〔表2〕事業費の内容

昭和63 年度 平成元年度

        品目金額備考金額傭考

        餌126,900イワシ219箱117,069イワシ208箱,サパ8箱

        栄養剤23,00020kg23,69020kg

        餌保管料42,56051,047

        餌運搬費21,00015,000

        酸素代5,000稚魚運搬時■

        麻酔剤1,500キナルジン,アセ         ■

        トン各1

        稚魚運搬費25,00038,110

        鋼管筏1借料60,00060,000

        合計304,990304,916
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図3中問育成実施場所
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 図4中問育成期間中の成長
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 私たちの青年部活動

屋久島漁協青年部箕作浩

 1地域との漁業の概要

 私の住む屋久島は,鹿児島市より南へ130kmの海上に位置する周囲105kmの自然豊かな山居島

 です。海の方から屋久島を見ると切り立った一つの山のように見えるように,島の中央部には2,

 000mに近い山々が幾つもあり洋上アルプスとも言われています。屋久島の周辺は黒潮が接岸、

 離岸を繰り返し,トビウオやアサヒガニなどの好漁場を形成しています。(図一1)

 屋久町は屋久島の約南半分を占め,屋久杉工芸品,トビウオ,ポソカソ・タソカソ等が特産品

 となってます。漁協は安房に本所,栗生に支所があり,正組合員107名,准組合員26名,計133名

 からなり,主な漁業種類はトビウオロープ曳,瀬物一本釣,トビ流し刺網,礎建網,小型定置,

 アサヒガニかかり網などがあり,年によってはサバフグ漁も行なわれています。(図一2)

 年間の水揚高は,63年度で約4億9千万円で,近年はほぼ横ばい状態が続いています。(図一

3)

 2青年部の組織及び運営

 屋久町では,昭和50年前後に多くの若者がトビウオ漁や瀬物一一本釣りにUターンしてきました。

 青年部は昭和56年,部員相互の親睦・友情を深め,教養を高めることを目的に35才以下の漁業者

 30名で発足されました。現在は,安房地区(通称あゆみ会)と粟生地区(通称鳴瀬グルーブ)と

 に分かれて運営されています。

 現在あゆみ会の部員は14名,会長,副会長,会計各1名を置きそのほとんどがトビウオ漁に従

 事しています。発足以来,水産技術大学やイセエビ漁場管理など各種学習会,普及員の力から紹

 介されたウスバハギ巻刺網(59年)等の漁具導入試験,トコブシ放流及び追跡調査,先進地視察,

 夏祭りなど地域活動への参加などを行っています。

 これから私の所属するあゆみ会の活動を中心に,また屋久島で組織している青年協議会の活動

 も併せてお話したいと思います。

 3活動の概況及び成果

 (1)トコブシ放流

 屋久島は,種戸島同様古くからトコブシの生息地となっています。かつては米袋いっぱいに

 なるほど採れたと言う話を聞くと,現在はかなり少ななくなっているように思います。放流は

 昭和53年から3年間試験的に実施しましたが,その後立消え状態となっていましたが。しかし,

 最近の栽培漁業の推進と機根資源の見直しをきっかけに,昭和61年から本格的に「誰かな海づ

 くり事業」として放流を開始しました。(表一1,図一5)。放流は栽培漁業センターからト

 コブシの20mm稚貝を購入し,青年部総出で天然貝の生息する場所に即日放流するようにして

 います。またそのときには前年に放流した分についての追跡調査もおこなっています。このと



 きのトコブシの成長(図一4)の結果から,放流した場所は2年間の禁漁を行い,60mm以上

 を採捕するようにしています。今年は61年度に放流した地区を解禁としましたが,放流貝は数

 個しか揺れていないようです。

 放流事業につきものの密漁対策ですが,これには頭を痛ませました。と言いますのも,島に

 は一般の人がr磯もん採り」といってトコブシやアナゴなどの貝を採る習慣があることで,な

 かには商売として採っている人もいました。そこで漁協でも放流事業を無駄にしないよう,ト

 コブシを漁業として取りヒげることになり,地域住民の方々には,組合員以外の採捕は禁止さ

 れている旨を書いた看板を設置したり,町報等を通して放流に対する協力と理解を促しました。

 又,商売としていた人たちには実際にあって説明し,組合への加入を勤めました。その甲斐あっ

 て現在では採捕業者のほとんどは准組合員として加入し,行使料を払って採捕するようになり

 ました。一般の方のなかには,「何故トコブシを採ってはいけないのか」と不満を言う人もい

 ますが,採捕している人も減り,概ね理解を得たように思われます。その後,共同漁業権につ

 いての学習会や,漁獲物は漁協に水揚げすると言う申し合わせを再三行うことで水揚げ実績が

 止がりつつあります。昭和62年から漁獲が大幅に増えているのも,放流効果自体と言うよりむ

 しろその波及効果と言えそうです。

 このように放流事業も軌道に乗りつつあり,青年部員以外のトコブシ採捕業者も放流に参加

 するようになりました。放流した貝もまだほんの少ししか揺れていませんが,小型の物は良く

 見ますのでこれからを楽しみにしています。しかしながら,今でも一部の心ないポンペ港りで

 採捕するする員外者がいるため,トコブシ漁の時やトビウオ漁の帰港の時などに瀬端に不審な

 潜水者がいないか各々で監視を続けています。また近年,砂が瀬際まで打ち寄せてきて漁場が

 狭くなってきている場所があります。このため漁協にも投石などの漁場造成を要望しるところ

 です。現在放流個数は毎年30,000個ですが,今後は放流量も増やして頂きたいと思っています。

(2)交流会等

 屋久島では,上屋久町漁協青年部とともに両町,漁協の助成も得て屋久島地区青年協議回を

 組織し,ソフトボール大会や島内の青年部交流会(夏の祭典)を実施しています。ソフトボー

 ル大会では漁協支所単位でチームを出し競技することで,漁業者間の親睦を図っています。又,

 多分に漏れず当地でも漁業青年の花嫁問題があり,屋久島両漁協合わせて30名ほどの独身者が

 います。そこで昭和59年から花嫁対策として島内の独身女性と漁協青年部との交流会を夏の祭

 典と称して実施しています。しかし島内の女性の数もそう多くはなく,地元青年団,役場など

 に呼びかけしてもなかなか集まらない状態でした。そこでここ3年間は,鹿児島から女性を募

 集することにし,事務局の方には募集から企画までかなり苦労をかけているようですが,毎年

 15名ほど招待して,島内観光やバーベキューたどを行なっています。残念なが㌦日頃女性と

 つきあう機会があまりないために一回限りの交流会では思ったように話ができないこと,また

 鹿児島まで離れているのでその後のつきあいが続かないことが原因し,交流会の効果は出てい

 ないのが実状です。

 また,熊毛水産振興会が中心となって実施している,熊毛地区5漁協での青年部交流会にも

 参加し,ソフトボール大会や懇親会を通して漁業者間の親睦,情報交換を行なっています。お
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 互い同じ熊毛海域を利用するものにとって,この場での情報は貴重なもので話もはずみます。

 キビナゴ漁の良さも聞き,やってみたいと言う者もいるようです。

 (3)地域活動など

 63年から,屋久町商工会青年部や青年団主催の夏祭りに参加し,筏レースや夜店にトビウオ

 のつけ揚げなどを販売し,地域活性化を図るとともに収益金約5万円を青年部の活動資金に当

 てています。さらに今年は,屋久島で開催されているウォークラリーに参加した人たちが,ト

 ビウオの塩焼やつけ揚げの試食会をしたところ大変な好評を得ており,地元特産品の宣伝へ一

 役かったと思います。又,漁協から要請を受ける盆と正月の港内清掃など奉仕活動にも積極的

 に参加するようにしています。

 4今後の計画と課題

 前述しましたように青年部のほとんどの者はトビウオロープ曵漁業に従事していますが,最近

 その漁獲量は少しずつ減少している傾向にあります。一本釣についてもやはり厳しい状況にある

 ようです。そこで漁協では昨年,魚の価格維持向上を図ため活魚水槽を設置し,現在数名の漁業

 者が活魚出荷に取り組んでいますが。またトビウオの価格安定を図ための急速冷凍冷蔵庫や水産

 物加.]二場の取得計画があるとも聞き,期待しているところです。青年部としてもトコブシ放流事

 業の充実のみならずトビウオ加工や流通などの知識,活魚出荷向けの一'本釣り技術習得等これか

 らも幅広く学習していくとともに施設を十分に活用していく必要があるようです。幸いグループ

 としては同業者が多いので結束力があるつもりです。若い力で地先の漁業を豊かにつくり育てて

 行くとともに,地域の活性化のために役立ちたいと思っています。最後に関係各位の今後とも変

 らぬ御指導をお願いして発表を終わります。
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[表一1]  トコブシ放流及び漁獲実績

       年度放流個数場所水揚数量(kg)金額(円)単価備考

       534,000

       545,000

       55不明

       6125,000A,B5.012,2762,455

       6230,O00A638.71,664,5682,606

       6330,000C894.62,810,0383,141B地区解禁

       0130,000D835.62,649,1283,170A地区解禁

戸'
 〆.、.ノ.A

B
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 図一5トコプシ放流場所

14一



屋久島関係各協議会
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 尾久.真j地区水津.業
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熊毛地区水産振興会

尾久島地区青年協議会

 屋久島のろ

 熊τ

 鹿児島湾及び熊毛



 根付け漁業に取組んで

長島町漁協唐隈水産振興会浜田清明

 1地域及び漁業の概況

 私の住んでいます、長島町は鹿児島県の北西部に位置し、熊本県の天草と隣接しています。昭

 和49年に黒之瀬戸大橋が開通し、本土と陸続きにたり、この橋により漁業はもちろんですが、す

 べての産業や生活面でおおきな恩恵を受けました。

 長島町漁協は正組合員235名、准組合員256名、計491名からなり、主な漁業はゴチ網、中型巻

 網、各種刺網、採介藻漁業とブリ養殖業などとなっています。

 昭和63年度の水揚は約15億円となっています、図2のとおり漁船漁業の水揚のうちウニ、アワ

 ビ、トサカノリ、ヒジキの採介藻漁業は14%の割合となっており、私達の漁協では重要な漁業と

 なっています。

 2組織の概況

 当水産振興会は、昭和37年に、根付資源の有効利用を図るため発足し、最近はムラサキウニの

 移植、アカウニの放流、ウニの瓶詰加工、アワビの放流と追跡調査、フノリ増殖などの根付け資

 源の維持管理を行うとともに、2年に1回先進地視察を行っています。現在の会員14名となって

 います。

 活動資金としては、ヒジキとウニの瓶詰販売で得た資金を当てています。昭和63年度はヒジキ

 365kg(28万円)ウニ瓶詰1,000個(125万円)となっています。

 3就業までの経緯

 私は中学校を卒業と同時に、大阪に就職し、そこで16年間働きましたが、昭和57年に家の事情

 で帰郷して、父と・緒に漁業を始めました。最初は船酔いもはげしく、素もぐりも3mから4m

 ぐらいがせいぜいで、漁業者として生活できるか心配もしましたが、それでも1,2年で船にも強

 くなるとともに、素もぐりも10mと漁業者として一人前になってきましたので、当初は2.5トン

 の木造船でしたが59年に機動力と大型化を図るため4.4トン、40馬力のプラスチック船を購入し、

 まき揚機を付け、タコ篭網漁業を始め、現在に至っています。

 私の操業形態を申しますと、刺網漁業が中心となりますが、8月から4月のイセエビの刺網、

 12月から3月のヒラメ刺網、5月から9月のタコ篭、それに時期的にウニ、あわび、トサカノリ、

 ナマコなどの素もぐり潜水漁業の組合わせとなっています。

 4活動の内容と成果

 唐隈地先は根付け資源には恵まれていましたが、最近は減少傾向にあります。そこで町、漁協

 は築磯(N型魚礁)、あわび、ウニ・マダイの放流、フノリの増殖、イカ柴の投入など漁場造成

 や資源培養に力を入れおり、我々水産振興会もこれに協力しております。
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 (1)ウニの放流と移植

 栽培漁業の一環として、長島町漁協でも58年より外海パイロット事業として、アカウニの放

 流が開始されました。私がUターンした・翌年で・その放流効果を期待しました。この事業は

 60年までの3年おこなわれ・1年間は漁協事業として引き継がれ・62年,63年は豊かな海づく

 り事業として再開されました。この事業では、町全体で毎年、10万個のアカウニが数か所放流

 されていますので、唐隈地先には毎年2万から3万個、5年間で延べ1O万個前後が放流されて

 います。

 この放流の実施は、水産振興会が行います。水深2mから3mの岩場の適地に潜水して放流

 します。

 アカウニはムラサキウニに比較して・高価で取引きされますので、放流によりアカウニ資源

 の増加は期待されていました。又、アカウニ採取の時は、小さい物は取らずに、次の年に残す

 ようにしています。しかしながら唐隈地区では、漁場条件やいろいろな原因も重なっていると

 は思いますが、現在のところ残念ながらアカウニが増えた兆候は見えていないところで、今後

 の推移を見ていきたいと思います。

 又・ムラサキウニは長年素もぐりのできる40名ぐらいの地区民で・身入りの良くない沖の漁

 場・通称シラス場と呼んでいる所より、藻の多い良い漁場に移植してウニの再利用を実施して

 います。

 私達の地区では、ムラサキウニはだいたい毎年、5月に3日ぐらい、時間も3時間と、日数

 と操業時間を制限してウニ資源の減少を防いています。この期間のウニの水揚は、人により異

 なりますが、1日に直径72cm、深さ40cmのオケで3個ぐらいで、身に換算して5kgになりま

 す。

 又、振興会の漁場を設定してウニを採取しウニのビゾ詰め作りを実施しています。この期間

 であれば地区民はだれでもウニの採捕ができます。

 ウニの共同出荷体制の始まった・57年よりの漁脇の水揚状況(図3)を見てみますと・58年

 の5.6トンを最高に平成元年度は2.9トン減少してきていますので、なんらかの対策が必要と思

 われます。

 (2)あわびの放流

 当地区において、あわびの放流は、水産振興会の先輩達により水産試験場などの協力によっ

 て、49年に7,000個の試験放流が行われたのが始まりです。それから56年までで5,000個から10,

 000個の放流が行われています。

 一方53,54,55年には地先にN型魚礁が投入され漁場造成も行われました。あわびの放流と、

 同時に資源管理という面でも認識が高まってきました。56年から数年、あわびの中間育成も実

 施されましたが・外海での中間育成であり・施設や管理面でいろいろ問題がありましたので、

 現在は中間育成は行われていません。

 57年から59年までの3年間、外海放流パイロット事業として年に1O万個が放流され・唐隈地

 先にも延べ7万個前後放流されています。放流場所はN型魚礁が投入された、2か所の漁場に

 しています。その内・か所は禁漁区になっており、採捕の時はブイを浮かべて区切ります。又、
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 年に1回潜水調査を行ない、大きいあわびとともに小さいあわびが生息していることを確認し

 ております。これは放流効果と禁漁の両方の効果と思われ、町全体ではアワビの水揚げは増加

 しており、資源管理の大切さを認識されます。

 あわびの共同出荷は58年から始まりましたが・新聞などのいろいろな情報であわびの価格が

 目に付きましたので、あわび漁業者と漁協の話し合いをもち、県漁連の紹介で、本年度は千葉県

 の漁協との取引きがはじまりました。本年度の今年の5月3日から4日の入札では1kg6,000

 円と前年度の5割高と高値で売れました。この時の身が厚い、質が良いなど、あわびの評価が

 高く9月29日から30日のあわびは9,000円と2倍以上の価格になりました。

 しかし2回目の入札では、かなりのあわびが不良品としてはねられました。検査員の話では、

 採捕状態が悪く長く活かしがきかないのではねたとのこと、今後は今年の信用を保つことと、

 ともにあわぴを無駄にしないためにも・気をつけなけれぱとおもっています。高値で取引きさ

 れたのは流通改善の成果だと喜んでいます。

 (3)海藻の増殖と採取

 最近、海藻が健康食品として、見直されていますが、その一つとしてフノリも高値となって

 います。本年度は1Kg当たりマフノリ6,800円フクロフノリ4,000円とびっくりするほどの価

 格でした。20数年前は甑島のフノリの移植も行われ、増殖にも力が入れられました。その後採

 取は続けられましたが、それ程関心は向けられなくなりました。ここ数年・町内の各地で再度

 フノリの増殖が試みられるようになり、本地区でも63年と本年、水産振興会が中心になって増

 殖を行いました。簡単に方法を述べますと、時期は6月下旬から7月上旬のフノリの成熟期に、

 フノリの成育層の岩の雑藻や見たどをけずり、磯そうじを行い。その後・フノリの胞子をジョ

 ロで磯そうじをした所にまきます。本年度は町の助成でコンクリート板を購入して・フノリの

 成育の試験を実施しました。今のところ、水揚金額も400万円ぐらいと、多くありませんが、

 この増殖をつづけていけぱフノリの成育場の拡大と増産につながるものと期待しています。

 ヒジキも地先にありますので・このヒジキは個人では食用として少し採るほかは・地区の収

 入として採取します。毎年5月に各家庭から2名出て地区総出150名ぐらいでヒジキの採取か

 ら、干し方まで行います。この収入を地区会費にあてていますので、個人の出費はありません。

 この収入が地区のいろんな行事の経費や負担金にあてられています。

 私達の唐隈地区は、県の農村振興運動のモデル地区として指定され、自立自興運動の最優秀

 集落として表彰され・各地からの視察も多く・ここ5年間のヒジキの実績は表2のとおりです。

 その他に、62年に漁協青年部が結成され、私も部員であります。青年部で各浦々に、イカ柴

 を投入しています。その柴にミズイカの卵がたくさんついていましたので、この効果にも期待

 してるところです。

 密漁対策も頭の痛い問題ですが、私達の地区はほとんどの根付資源を住民に解放しています

 ので、浜は自分達のものという意識が高く、地区全員で連絡をとりながら、密漁監視にあたっ

 ています。
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 (4)終わりに

 私達、水産振興会は漁協、町と連携をとりながら根付け資源の管理と維持に努めてきました

 が、それでも磯やけ現象などで海藻も少なくなってきています。又、イセエビや無資源も同様

 な傾向にあります。

 今後は魚礁の投入による漁場造成、魚介類の放流による資源の復活増大が願いですのでさら

 に積極的に取組んでいきたいと思っていますので、関係機関のご指導、ご支援をお願いいたし

 まして、発表を終わります。
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 表1ウニ,あわびの水揚の推移

      単位:kg:千円

      ウニあわび

      年度数量金額数量金額

      S573,07321,878

      585.62938,2849713,070

      
595,62131,6281,0823,0966321      602.25613,3096411,797

      613,22223,0121,5144,822

      622,75420,5091,0793,749

      631,80915,8881,1825,049

      H12,98125,9131,94213,653

k9
6,000

3,000

図3  ウニの水揚の推移

㌻

 表2唐隈地区のヒジキの採集実績
     '単圧:k。:千円

     地区水産振興会

     年度数量金額数量金額

     S605.3152,578450218

     6110,3654,384782330

     626,9415,060441321

     633,9253,062365285

     H14,6893,330332236

S57585960616263H1
k

2,000

1,000

図4  アワビの水揚の推移
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 小型底曳網漁具の改良に取組んで

 、ξ布、志漁協底曳網青年クラブ田中俊

 1地区並びに漁業の概要

 私の住む志布、占1町は,大隅半島東部の志布志湾に面したほぼ中央にあり,「志布志千軒の町」

 と歌われ,港町として音から栄えてきました。

 最近は重要港湾に指定され,これからの発展が期待されています。

 私の所属する一と布志漁協は,組合員数225人,(工198人,唯27人)からなり,小型底曵網,パッ

 チ網,フグ延縄,キス回じ刺網,建網,カマス刺網,一本釣等があり,そのほとんどが志布志湾

 内で操業されています。

 その中で,中心的た漁業が私の操業している小型底曳網です。

 漁脇の水揚高は,約5億1『でその半分が25続の小型底曵網による水揚で占められています。

(図1)

 2後継者グループの組織と運営について

 最近後継者不足が叫ばれていますが,私たちの底曳網に限っていえば,現在25続の中で11統が

 後継者経営体で,親子または単独で操業しています。グループ結成は昭和54年で,親睦を深める

 ことがilな日的でしたが,2年,3年と経過するにつれて定例会を持つようになり,会員たちの

 グループ活動に対する熱意も段々でてきました。私たちのグループは,底曳業者の後継者の集ま

 りなので名称も底曳青年クラフとしており,運営はJ12,000円の会費で賄われています。

 活動内容は,毎∫』第■1曜Hの定例会,毎年7月の枇榔神社の清掃,クルマエビ放流,研修会

 などです。

 一と布、邑{湾でのクルマエビ放流は,1昭和40年代から始められていますが,私たちグループも発足

 当初から放流の際は,l11間育成の砂入れや,囲い網の設置,撤収等放流作業にかかわってきまし

 た。以前は,アシアカが多かったものの,近年はクルマエビの水揚も多くなり,毎年1トンから

 2トンが水揚げされています。

 3漁業就業の経緯

 私は,家の事情もあり中学を卒業するとすぐに地元のバッチ網の乗組員にたり,約9年間その

 fllI肘を続けました。そして昭利54年の、ど布、直1港拡張に伴う漁業権放棄による漁業補償をもらっ

 たのを則に,独1ケするなら今しかないと忠い1ラ1ち,父の小型底曳の許可を継承することにし,新

 船をつくり独、ケしました。

 4底曳網の操業について

 底曳網はもともと餌良川の簡『{な手繰網として、長布一と1にもあったのですが,本格的た底曵網は,

 1榊1135年蜘人分の人が、とイーi一占1にきて始めたのがはじまりのようです。その後のアシアカ(クマエ
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 ビ)の大漁で底曳網が爆発的に増えたそうで,私の文もその頃底曵を始めたようです。しかし,

 アシアカの漁も長くは続かず底曳の善業者もだんだん減少していき,志布志湾一帯の底曳網も僅

 かになりましたが,その統数の減少の代わりに底曵の水揚が安定したものになり,私もそこに着

 目して始めることにしました。

 漁船が大型化するにつれて網も大きくなり,ビームも孟宗竹からFRPに変わり,さらに漁船

 が近代化し,ネットローラー,魚探,レーダー等が導入されました。

 底曵網は周年操業で1月から4月が志布、占湾内外,5月から7月が湾外8月から12月が湾内操

 業とたっています。(図2)

 対象魚種は時期的に変わりますが,主なものはハモ,エソ,イボダイ,甲イカ,ウチワエビ,

 タイ類です。(図3)この6魚種で昭和63年の私の水揚の60%以上を占めています。(表1)

 漁協が早くから活魚槽を設置し,その取扱を始めたことから活魚の水揚も多くなり,ハモ,ヒ

 ラメ,マダイ,トラフグ,クルマエビが主に活魚で水揚げされています。特にハモは活魚の比率

 が水揚量の70%以上を占めています。私の場合水揚金額の約20%が活魚によるものです。(表2)

 底曵網の操業は砂地,砂泥地が適していますが,何回も1司じところを曳いていると底質が柔ら

 かくなり網の中に泥が入り込んで網が揚がらなくなります。

 底曳網は親子でいく二人乗りと,一人乗りがあります。二人乗りは朝水揚げすると,食糧を積

 みすぐに出漁し,沖で交替で仮眠をとりながら操業するため水揚げも多くなります。また,一.二H

 虫といって操業時間が30時間にも及ぶこともあり操業は相当ハードなものがあります。

 一人乗りは水揚げを済ませたあと,午前中睡眠をとってから出漁していますが,それでも連日

 の出漁には限界があります。

 休漁日は基本的には市場が第・,第一1日曜日が休みになりますので,その前日の土曜日になり

 ます。また,時化等で出漁できないrlも多く,年回の出漁同数は一一人乗りで150日から180R,

 人乗りの場合でも200口が限度です。

 底曵網の年間の水揚高は一一・人乗りで800万円から1,000万円,二人乗りで1,400万円から1,500万

 円程度です。

 私の63年の経営内容は,表3のとおりです。水揚は800万円から900万円前後で比較的安定して

 います。オイルショック後の燃油の高騰1時期には水揚に■上1める燃料費の割合が約40%を占めた時

 もありましたが,現在では15%前後とだいぷ低Fしてきました。また,漁具費については,レー

 ダーだけでなく,ロランC,プロッタをいち早く導入し,天然礁や,魚礁等のかかりものの位置

 を簡単に確認できるようにしたことで,網の消耗を他の人より減らすことができ,水揚に占める

 漁具費の割合を低くできました。

5底曳網改良

 昭和57年頃から水揚の中で,ハモの比率が年々高まっており,漁協令体のハモの水揚量も年々

 増加しています。(図4)ハモ漁は,7月から10」」頃までが漁期で,朝方や夕方の操業で大網す

 ることが知られており漁獲量も僅かでした。現在のような居間の操業は,たまたまうねりの強い

 Hにヒレ物対象にll{為した漁船が昼間の操業でハモを大漁したことに始まります。以来台風が九
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 州近海に接近しうねりが出てくると,みんな競ってハモ漁に出るようになり漁獲も大幅に伸びま

 した。

 ハモは活魚で水揚げしないと大幅に安くなるため,通常の操業では6時間曵網するところを3

 時間と短縮し,生きて揚がってくるハモの比率が高くなるようにしています。特に,夏場の水温

 が27℃以トになるときには,2時間で揚網しています。

 また,ポンプで活魚槽内の海水を強制循環させたり,酸素ポソベを使用したりしていますが目

 を見張るようだ効果があがっていません。

 図5に,ハモの漁獲量と平均単価を示していますが,当地で扱われるハモは活魚といっても水

 揚の時生きていたもの全てを含めていることや,一度に大量に水揚げされること,本格的にハモ

 を取り扱う業者も2業者と少ないこと等から,他地区に比べて単価が安くなっています。

 このようなことから,底曵の活魚対策について普及所を通じて調べてもらったところ島根県に

 活魚を対象にした底曳網があると聞き,昭和62年には,普及所の人と視察に行きました。そこの

 網は,袋網に中仕切り網をいれ,ここでゴミ等をこして,魚捕部に魚類だけが入るように改良さ

 れており,魚の鮮度保持と活魚の割合を上げていました。

 また,昭和63年には漁協が実施した栽培漁業の研修のおり,延岡市の土々呂漁協の底曵業者か

 ら袋網を2段にしてゴミと魚を分けているものを見せてもらいました。

 これらを参考にし,普及所の技術実証事業にのせてもらい,二段網をしたて,試験操業をおこ

 ないました。(図6,7)

 底曳網の改良経過は次のとおりです。

 (1)袋網の2段化

 仕切網に,50[の切込み

 12)仕切網の穴を,三角にする。

 (3)(2)で開けた穴の位置向きを変え,位置を後カベ移す。

 (4)ト袋網の取り付けを50H後方にずらすと共に(3)の仕切網の穴も50日後方へ移した。

 このように仕切網の穴の位置や,形状,上網の取り付け位置を変えたりと,いろいろ試験をし

 ましたが,よい結果を得られず,他船に比べ大きく水揚が落ちたことからこの試験を一時中断し

 ました。

 しかし,1同試しただけでよい結果が得られないからといって諦めていたのではなんにもなら

 ないので,親年(平成元年)のハモ漁の時期に試してみました。前回の改良網をそのまま使用し

 ても全体のバランスが悪く,ハモの入りも悪かったので,手木の部分に5kgのチェーンを取り

 付けてみたら網のパラソスも良くなりました。表4に昨年(平成元年)の試験操業時のハモの一二

 段綱への大網状況と他船(従来の網)の大網状況を示しましたが,.1二網へのハモの大網の比率も

 高くなり,また漁獲量も他船と変わらなくなりました。

 そして,同じ頃1同様の2段網を仕立てて操業する船が3隻ほど出てきました。これらの船の操

 業結果を聞いてみたところ,卜網の高さを50円としたためか網のバランスにはとくにきをつかっ

 ていませんでした。2段Hの取り付け位置や穴の大きさについては,一二人の人が同じ様な結果で

 した。しかし,他の・人は穴の大きさを私たちよりも2～3倍の大きさにしてあったため,8～
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 9割以ヒが上網に大網していたとのことです。しかし,穴が大きいことで他の雑魚もかなり入っ

 ていてとのことでした。

 このようなことから,二段網の取り付け位置よりも,ヒ網に魚が通り抜ける穴の大きさが重要

 であるという結果を得ることができました。

 そこで,今年(平成2年)は穴の大きさを中心に改良をしてみようと思っています。

 6今後の課題

(1)活魚対策

 底曵網の操業で曳網時間は時期や対象魚種で2～3時間から5～6時間以上と開きがあり

 ます。当然,ハモやクルマエビが漁獲されるときは曳網時間の短縮により,活魚比率が高く

 なるようにしていますが,今後昨年試験操業した二段網の改良や,海水冷却装置の導入によ

 る活魚の生残率向上等を図って行きたいと考えています。

(2)計画出漁

 定例会などで神奈川県や香川県の底曵網の週休2日制の話もでますが,自然条件から出漁

 が制限され,結果的に休漁していることになり,週休2円制の導入の必要はないとの考えが

 ありますが,連日好漁が続くと魚価もだんだんと低下し,水揚金額の目減りも起こることか

 ら,休むこともある意味で効果的なことだと思っています。

(3)資源管理

 抱卵ウチワエビの再放流が隣接の串間市漁協では取り決めらたそうですが,、若布志でも活

 魚でキロ当り2,000円以.Lするシマイシガニの稚ガニが時期的に大量に漁獲され捨て値同然

 で取り引きされることから,先日の底曳業者会で殻長6～7cm以下のものは再放流するこ

 とが決まりました。

 今後,このような資源対策等についても勉強しながら,次の世代に漁場資源を引き継いで

 行くことを真剣に考えていく必要があると思います。
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表一1昭和63年俊栄丸水揚状況

      1

      区分1魚種分類数量(kg).金額(千円)=      ==構成(%)≡単価(円/kg)
      1ハモ1.00811.479118.311,467
      一一一'一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一丁一一一一一一一■_一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一÷一一一一一一一一一一'一一一'
      1工ソ4.419177019.61174
      トー一一一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一一一一一1一一一一一一一一一一_______⊥______一一'一一''一■'
      1イボダイ689168718.5:997
      トー一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一÷一一一一一一一一一一一一一一一一一1一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一'一一'.

      魚類1タイ類767152316.51682
      L'一_____________一一一一一一一一一一一一一一一一÷一一一一一一一一一一一一一一一一一1一一.一一一一一一一一一一一一一一一一'一一'''一1
      1マトダイ一133214.1一一'`.一II■.一
      L__一一一_____一一一一一一一一一一一一一i一一一一一一一一一一一一一一1一一一__'__'__一_'一一一ユー一■一一...IIII___■一

      1その他一1一1.437117.8■
      =一 

     
■

      1小計=       一5.228164.91'
      ==       ===
      1甲イカ1,430.61217.61428
      一''一'一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一÷一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一_______________⊥_一一一一一一一''一一L一一'
      1クルマエビ類128143915.413,430
      ,'一'一一一一一一一一一一一一一I一一一一一一一一一一一一一一一÷一一一一一一一一一一一一I一一一一一一一一■一一一■一一一■一一■___一τ一'''一一一''''''一一
      1ウチワエビ5741816110.111,422

      水産動物←一………一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一トー一一一一一一一一一一一一一一一1一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一`''一一一''■'一一.一
      1カニ類一130213.7一      一一■■■■■..一..■I'一一'.一.■一一一一一■一一一一⊥一■一'_._一.一一一■''一_一'一___'_'_.'一'.一一■一÷一一一一■一■一一■一
      1その他一166318.2■
      '一■

      1小計一12.832135.1='
      ==

      合計一18.0601100.0一一

表一2 昭和63年俊栄丸活魚水揚状況

       魚種数量(kg)金額(千円)=単価(円/kg)
       一=

       ノ、モ73711.34811,829
       一一一一一一一一一一'一一一一一一■一一一■一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
       マダイ419=2,250

       一一一一一'一■■一一一一一一一一一'一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一j一一一__'________________⊥______________________一
       トラフグ42116613,952

       一■1一一一ヒラ一一一一一一一一一一一一'一一一一一一一I一一''I一■τ一I一'一一一一一一一一'一.一■.一一一       メ291125=4,310
       一一一一一一I一■■I■一■一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一÷一一一一一一一■一一一一一一一一
       クルマエビ31112914,161

       一一一一一一一一一一一一一一一一一一一'一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1一一一一一一一一一一一一一一一一一一____上_____________________一一
       合計843=1.77712,108
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表一3昭和63年俊栄丸漁業収支

      項目金額(千円)'水揚内構成経費内構成

      総水揚8.0601100.01
      ≡一
      =一

      '''■I一■一一一一'一一1I■■一一一一'一一_____________________一_'______________一一_______⊥_____一___________一____

      販売手数料=402=15.O=1O.9
      ■一一1I一■一一一'■一■■一一一一一一一一■.一一一''一一一一一一'.一■一一一一'一■一r一一'一一.一一一一一■一一一'一1I一一一''■.1一一一'一一一`一.■一一一一一一

      施設使用料1810.210.5
      '`一■■■一一一一一'一■一.■■■一一一'一一.■一一`一一■I一一一一■.一一一一'一I_一■一一一一一一■■一.■■一`一1.一一一'■一一τ一一一■'.I■一一一一一一一一I■I一一一

      燃料費1.155114.3131.3
      一一一■■一■一一'`一■■一1-1■一一'一一■一一一`一.■I一一一`一II一一一一.一■一1一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一÷一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
      氷代25113.116.8

      .II一一一■一一一一■一一一一一一'`一■一■一.一'一■■一一一一'■■一一一一一一.■一一一一'一1■一一一一一一.'____一_____1____________________一_一
      箱代101O.110.3
      一一一一'一・一一I一一一一■一'一.一...一'一一

      .■.1一一一一一一.一一一.一一I一一一`一■■I一一一一'一■1■一''一■一一一一一一一1I一一一'一.■.1一一一一'一一一■一一■

      漁具費2061=2.6=5.6
      一一一'一一一■■■■一一一``一一一.■一一'''

      一一.一一一一一.■一一一一一一.一一''一.■1一一一''一■.一一一一一一.一一一一一一1一一一'一'.■■.■一一一一一一■一I■一■一

      漁船修理費48316.0113.1
      '一'一..■1■一一一''`一一一一.■一'一一一一      ■.一一一.一一■一I一一一一一一1一一'一一■■■一一''一一■一一一一■■■I一一L一一.■一■一一一一一一一.I一一一一`一■I一一

      減価償却費831=10,3=      ='22.5
      ''一一■■一1I一一一一一一一一一.一■一一一.I一一'一一一.I一一一'一一■一■一一.一.1一一一一一'一1■■一一一■■一一一一一一■II一一一■'一一■I一一一一一.一.■一一一一

      保険料12011.5=       =3.3
      一一I■■一■一一'一一一■一一一一一一''一.I■

      一一一一.■1■一一一'一.■一一一一`一■一一一一一'一一一■一一一一'一■一一一一'一■■τ一一一'.一.1.I一一一一一一.lI一一'

      支払金利8211.012.2
      一一一'一一一一一1一■一一■一一一.■1一一一'一一一II一一一一一■■■一一一一一一.■■一`一一一一.■一一'一一一I一一一一一一.一一一一÷一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
      その他130i1.6i3.5

      ==
      経費合計3.688145.81100.O

      一I

   
   
=

      ==
      漁業所得4.372154.2=    

   
一

 表一4二段網によるハモの漁獲状況の比較

(単位:尾)

  操業1回目12回目≡3回目1合計
  俊栄丸301421311103.0-1

  (13/17)1(10/32)1(3/28)1(26/77)
  一一一一一.■一■■一一一一一一一一'■I一一■一一一一'一..■一一一一'.1r一一一一'一■1一一一一.一一一■一τ一一一一.一一一'一■I■■一一'一「I1一一一一'一一一一■1一一一'一
  A丸401321401112.0

  ''一一一I一■■■一一一一■一一.■一一一一一一一一一一一一一一一一一一÷一一一一一一一一一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一一一一一一→一一一一一一一一一一一一一一一一一
  B丸50125120195.0

  一■11I一一I■一一一'一・一一一■一一・一一一一一一一一一一一一一一トー一一一一一一一一一一一一一一一一÷一一一一一一一一一一一一一一一一一→一一一一一一一一一一一一一一一一一
  C丸801201251125,0

  I1■■一一一一一一一'一一■..一一・一一一一一一一一一一一一一一一トー一一一一一一一一一一一一一一一一÷一一一一一一一一一一一一一一一一一≒一一一一一・一一一一一一一一一一一
  D丸45:20125190.0.

 ()内は下網/上網の尾数
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図3底曳網主要対象魚種
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 図5志布志漁協ハモ(活魚)漁獲量・単価の推移
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 図7袋網の改良
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 地域における婦人部のあり方

野間池漁協婦人部四元玲子

 1地域と漁業の概況

 私達の野間池は,薩摩半島の西南部に突き出した野間岬にあります。地域の人口は,1,140人,

 戸数438戸ですが,その多くが野間池の港をとり囲み,ほとんどの世帯が漁業を営むという典型

 的た漁村集落です。

 野間池漁協は,口三組合員141人,准組合員255人,計396人からなり,漁業種類は,定置網,一一

 本釣り,磯建網,きびなご刺網,深海刺網,えび底曳網,漁協自営の鯛i飼付漁業などがあります。

 昭和63年度の水揚げは,自潜水揚げ3億7千万円,他港水揚9千万円で,信用事業は5億7千万

 円の貯蓄高となっています。

 2組織と連営

 私達の婦人部ができたのは,昭和36年12月で,120人の部員が集まって発足しました。活動の

 柱としては漁協貯蓄の推進と,地域の水産業振興を促すために岩ノリ等の未利用資源の加工に取

 り組むことを掲げました。

 現在の組織は,部員78人で,部長1人,副部長2人,監事2人,委員6人の役員がおり,委員

 のうち2人は会計も兼ねています。本年度は若い9人の新加入があり,部員が少し若くなり,新

 しい力の活躍を期待しています。

 運営は,

 (1)行事や予算の年間計画をたてる。

 (2)年1回,4月に総会を開く。

 (3)役員会を年6回行い,運営について話し合う。

 (4)全部員による研修視察を年1回行う。

 といったことを基本的た方針としており,その運営費は,1人当り年5百円の会費と,昆布や

 ワカメの販売の手数料,ノリ加工販売の利益の一一部などを当て,それと漁協の助成金を加えて,

 総額59万円です。

 3活動課題選定の動機

 私達の地域は,三面を海に囲まれており,この海を生産の場として生活しています。

 婦人部発足当時は磯浜には未利用の岩ノリがたくさん生えていました。これを加]1し,生産化

 する事を婦人部活動の方針に定めて,婦人部の活性化を促す柱としました。当初は板ノリ加1二で

 始めたが,56年からは佃煮加rに切り換え,現在に至っております。加工に取り組んだ動機は,

 婦人の就業機会を作る軍と,心を合わせる協力体制作りにありました。

 次は,貯蓄推進運動ですが,漁業で得た収益金は,漁業資金として活用することが本来の正常

 な姿であることを確認し,部発足当初から漁協貯蓄推進に,協力をしてきました。
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 次に,販売活動ですが,運営の資金作りと,部員の就業機会拡大を目指して昆布,ワカメ,石

 ケンなどの販売活動を始めました。

 又,部員の資質の向上を図るために,魚食普及を目的とした料理講習などの生活教室を開いて

 おり,生活改善推進にも努めています。

 魚が獲れるきれいな海を守り続けていくのは漁村に住む人たちの務めです。私達はこれを十・分

 に理解して,天然石ケン使用運動にも取り組んでいます。合成洗剤の使用を止めて海を汚染させ

 ない石ケン作りも始めました。廃油を原料とするものですが,この輪を広げる為に農協にも資料

 を配り協力を求めました。

 又,地域活動につきましては,婦人部活動が単に婦人部活動の域に終る事だく,地域社会へ広

 く普及を図る事が婦人部の本来の姿と思います。

 試作の石ケンは地域にも配り,公害のない事の宣伝にも努めました。又,ゴキブリ撲滅を図る

 為に,ゴキブリダンゴを作り各家庭に配付しました。これは地域婦人会と協力して行ったもので,

 これで少しは漁村環境浄化に貢献したのではないかと思っております。

 4実践活動の状況とその成果

 私達の婦人部は,先輩から受け継いだ活動の手跡を基本理念として,次のような活動を実践し

 ています。この記録は,9買(図1)に簡単にグラフにして掲げました。参照してください。

(1)生産活動

 岩ノリ加工は,婦人部発足当初から取り組み,現在は佃煮加.rを行っていますが,これの最

 大の成果は部員の最大の成果は部員の就業機会の拡大につながり,少しではありますが家計の

 手助けにたりつつある事です。本年度は868本を製品しましたが,次第に食品として評価を得

 つつあります。売上高は288千円,諸経費は96千円で,人件費は102千円になりました。1人当

 りの日当は3千円に決めてあります。又,利益金の一一部は婦人部の運営費に当てています。

 又,イカの塩辛は,63年度から800本を製品しました。売上高は24万円で,人件費は時給400

 円で設定してあります。

 更に,カジキの内蔵塩辛作りに取組んでいます。これは3ヵ月間の熟成期間が必要です。良

 い塩辛が出来るよう期待を抱きつつ,今後も未利用資源加工には挑戦していく覚悟です。

 62,63年度は漁協が沿岸域営為計画実践事業を行いました。婦人部もこれに参画し,資料提

 供や提言を行い計画策定に協力しました。

(2)貯蓄推進活動

 私達は積金の集金を担当しております。現在の実績は,3千7百万円で貯金全体の6.5%に

 過ぎませんが,地域の漁協貯蓄に対する理解と,波及効果の点で大きな役割りを果たしている

 と自負しております。

(3)販売活動

 昆布やワカメの原料は漁協から仕入れ,販売してお一り良質と安値で好評を得ています。

 天然石ケン販売はこれまで軌道に乗れずに苦労しましたが,今年は見本を購入し,回覧して

 使用してもらったところ,例年より多く注文が取れ,ようやく天然石ケンの良さを理解しても
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 らうようになりました。又,町の生活向.ヒセソターや農協にも普及を働きかけ,各々賛同を得

 て店頭展示もしてもらいました。今後は,地域の人達に天然石ケンの必要性を理解してもらう

 活動を継続したいと思います。

(4)生活教室

 料理講習のほかに,家計簿の記帳,健康管理の問題,食品添加物等の学習を年間計画に基づ

 き毎月1回行っています。

5波及効果

 婦人部活動の最終目標は,生活改善の実践と,これの定着化に集約されると思います。

 魚食普及を図り地域にこれを拡大していくことは即,生活改善につながる事であり,これは婦

 人部活動の永遠のテーマだと思います。

 本年は手作り石ケンを作り,これを地域全体に普及する事が最大の目標でした。幸い試作した

 石ケンが好評でしたので,更にこれに力を得て1・斗缶を10缶購入し,廃油を集める事にしました。

 缶は適当な所に置いています。

 又,本県南薩地区の漁協婦人部研修会でも石ケン作りの実習をし,普及を試みたところ,各地

 区とも各々石ケン作りが実践されつつあります。

 次に,ゴキブリダンゴについては地域の人達から効果があるとの評価を受けているので,今後

 も毎年実施したいと考えております。

 6今後の活動計画と問題点

 漁家の生活がより改善され,経済的にも文化的にも向上し,明るく豊かは漁村になることが私

 達の最大の願いです。私達はこれを基本理念として,活動計画をたて地域の実態に即した活動を

 行っていきたいと思います。

 過疎化の進む中で,漁業を守っていく為には後継者の育成も重要です。又,若い奥さん連を育

 てることも必要課題です。漁村のお嫁さん探しは深刻です。今こそ婦人部の結集した力を発揮し,

 頑張る時だと思っています。
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 奄美大島における魚類養殖業

瀬戸内漁協青年部茂野拓真

 1瀬戸内漁協の概況

 瀬戸内町は,奄美大島の南部に位置し,東は太平洋,西は東支那海に面し,大島本島と加計呂

 麻島の間には大島海峡が流れ,諸島,与路島等の島々が点在し,東西28.8㎞,南北27.8㎞,面積

 238.98㎞2,55の集落から成り,平成元年9月1日現在5,511世帯,12,892人となっています。

 瀬戸内漁協は,昭和29年7月合併設立され,平成元年5月末現在,組合員305人(正132人,

 准173人)で漁船漁業を主に養殖漁業や網漁業等が営まれています。

 漁場環境は,年間平均気温21℃と気候温暖で島々に囲まれ,リアス式海岸で入江が多く,沿岸

 漁業に適しており,かつお一本釣,まぐろ放流し,ジャソポ曳縄,瀬物一本釣,追込網,小型定

 置網,真珠や魚類の養殖業と多種多様の漁業経営体から成り立っています。

 2魚類及び真珠養殖業の概要

 瀬戸内町は,明治40年頃からマベ貝の半円真珠が養殖され,現在も4企業によりマベ貝,シロ

 チョウ貝,クロチョウ貝の真珠及び母貝養殖業が営まれていますが,一・方,魚類養殖業は,昭和

 44年に,ある島外大手資本が本町瀬相でハマチ養殖を実施したのが始まりで,次第に規模を拡大

 し久根津湾に漁場を移動しましたが,その後,筋組織に胞子(シスト)を作り可食部分が醜悪感

 を呈して全く食用に適さなくなる症状を示す寄生虫(アマミクドア)の大量発生が原因で,昭和

 49年,同社は本町より撤退しました。

 その後、昭和51年には1司し系列会社により久根津湾においてマダイの試験養殖が実施され,マ

 ダイ養殖の適性が確認された昭和53年以降は,規模を拡大しながら現在,マダイ,シマアジ,ク

 ロマグロ(親魚養成)を中心とした魚類養殖業が営まれています。

 さらに,別な島外人手資木が篠川湾に進出し,大々的なマダイ養殖が開始され,ちょうどこの

 頃から地元漁民の間にもマダイ養殖の関心が高まり瀬戸内町も水産振興の一一環として魚類養殖業

 の地元導入・定着を積極的に推進し,これによって魚類生産組合が設立され,昭和57年から地

 元漁民によるマダイ養殖が開始され,その後5名の地元漁民が善業し,現在,久慈湾において地

 元6経営体がマダイ,シマアジ,トラフグを中心とした魚類養殖業を営んでいます。

 その他に,クルマエビ養殖業(1経常休),モスク養殖業(6経常体)が営まれています。

 3着業の動機

 私が瀬川勺咄」に帰って来たのは昭和57年2」1でした。

 その後,地元人手養殖会礼や確水11jにある県の栽培漁業センターで通算4ヶ月間の技術研修を

 終えて11司年の7」」には個人としては瀬戸1州∫で初めて魚類養殖業を始めました。

 '『時の瀬」i1州1』一の漁船漁業は,現在のように装備,技術等も優れたものではなく,また,特に

 かつお・本釣漁業にあっては,現在のように浮魚礁というものもなく毎H魚肺を見つけるのに必
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 死で,そのために,消費する燃油の量も相当なものであり厳しい経営状況を強いられていました。

 私の家は,かつお一木釣漁業を経営していましたが,このような状況で先々のことを考えると

 家業を継ぐことに不安で…杯でしたが,そういう状況の中,当時急速に伸びつつあった魚類養殖

 業,なかでも島外人手資木の2社にあっては着実に安定して規模を拡大しつつあり,これなら将

 来性もあるし,安定した収入が得られるだろうと思ったのがきっかけで魚類養殖業を始めたわけ

 です。

 養殖初年度は,牛賛5～6台にマダイの種苗を10万尾程度入れ,右も左も分からず,ただ無我

 夢中で,早朝家を出て帰宅は真っ暗になってからという文字通り魚につきっきりという時間も何

 も関係ない夢と情熱だけのスタートでした。

 私が魚類養殖業を始めた頃は,中間原魚の価格で1,350円/㎏と好調で,その後,次第に従業

 貝を雇ったり,生費の台数,マダイの放養尾数を増やしたり,漁場を拡げたりと順調に経営規模

 を拡大していきましたが,その反面,初年度購入分の稚魚については資金の関係でタテコ(当歳

 魚)販売を余儀なくされ,最後まで持ちこたえられたのは2万尾程度でした。

 また,2年目には,稚魚生費の中を泳いでいるサメを見つけ肝をつぷしました。そして,この

 時から稚魚期は外網をするようにしています。

 1昭和62年頃には,1』1高の影響等により輸入水産物が増加したことやマダイの生産過剰等により

 価格がジリジリード落し始め,遂に800円/㎏台まで落ち込み経営状況もかなり悪化しました。

 この状況が約2年間ほど続き,私を含め他の地元業者もかなり苦しい経営を強いられ相当難儀

 をしました。

 これではとてもマダイ養殖はやっていけないという不安があり,シマアジやトラフグ養殖を試

 みたりもしました。

 ・方で,種繭,餌料,資料等が安価で購入できるよう業者と粘り強く交渉してどこまで生産コ

 ストをトげられるか,どうすれば経営を維持できるか,いろいろと考え模索していきました。

 また,こういう状況のなか台風らしい台風が来なかったことなど天候に恵まれたのも不幸中の

 #いでした。

 その後,マダイの安値等により活魚フームも広がり,マダイ需要も相当増えてきた結果,昔ほ

 どの価格はしませんが,価i格も1司復し始め,現在,1,000円/kg台を超えるまでに持ち直しまし

 た。

 このように,'一時の厳しい状況の中から数々の教訓を得て,現在,私のところでは,マダイの

 'I{歳魚25万尾,2年魚10万尾,トラフグ3万5丁.尾その他シマアジ等を養殖しています。

 また,瀬パ内I皿1で魚類養殖1葉を営む個人業考は私を含め6業者と増加し,養殖魚種もマダイだ

 けでたくトラフグ,シマアジ屯養舳し始めるたど地元魚類養殖業も11偵調に伸びつつあります。

 4奄美夫島における魚類養殖の特長

 企美人鳥と鹿児鳥の魚類養殖1の相違点について少し触れてみます。

 まず,魚種が残なるということです。

 鹿児島においては,ブリ・ハマチが養殖の中心ですが,奄美人島においては,マダイ・トラフ
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 グを中心にシマアジ,カソパチ,ヒラメ等が養殖されています。

 鹿児島におけるブリ・ハマチ養殖においては,種飾は大然物のモジャコに依存しており,同

 →県→漁協→業者への割当てが厳しく決められているため韓国産等の外国物の輸入は若干ある

 ものの放養尾数が限定され,また,販売面についても漁協・漁連の共販体制が確立されているた

 め漁協の管理体制がしっかりしているようですが。

 一方,奄美大島における魚種については,ほとんどが人工程菌であり,しかも,大手養殖会社

 の存在もあり漁協においては各養殖業者の魚種毎の放養尾数の把握が困難であり,その.」二,生産

 物の出荷については共販体制が確立していない魚種であり,養殖業者毎に出荷先・時期等が異な

 るため漁協の管理が難しい面があります。

 次に魚の成長が早く,そのため養殖の形態が全く異なるということです。鹿児島と比較して冬

 期でも水温が19℃以下になることがなく,また,水質も良いため歩留りも良く年中餌を食うから

 です。

 また,各経営体においてもマダイ・トラフグ養殖が中心でありながら経営規模,養殖魚種,餌

 料種類(DP中心,MP中心,生餌中心)等がそれぞれ異なっています。

 これを地元養殖業者の場合を中心に魚種毎に具体的に述べてみます。

(1)マダイ

 昭和63年におけるマダイの生産量についてみますと鹿児島県全体で3,721トン,奄美大島で

 は2,663トンと県全体の72%を占めています。

 毎年,6～7月頃に50～70mサイズの人工程肺(フ化物)を約100円/尾(運賃込み)で2

 ～3の業者から共1司購入してドライペレット(DP)だけで餌付けします。

 そして,300～4009サイズに成長する翌年の5月中旬頃からモイストペレット(MP)に切

 り替え,800～9009サイズに成長する10～11月頃(約16ヶ月)に半分を本土に成魚仕Lげ用

 (色あげ用)に中間原魚として出荷します。残りは翌年の5月頃に同じく中間原魚として出荷

 しています。

 給餌方法については,ブリ・ハマチ養殖の場合と連いマダイの場合は比較的餌食いが緩慢で

 すのでDPは自動給餌器をセットして,また,MPは直接手で一一日かけて給餌しますが,漁場

 環境保全のため最低1週間に1日は餌止めしています。

 奄美大島の出荷形態としては,基本的には3年Hの春(約22ヶ月)に中間原魚としてH→有し

 ていますが,この時期,大然物で8009前後,フ化物で1㎏前後あります。

 そのため,フ化物の方が1尾当たりの利幅が大きく,その分経営が有利になります。さらに

 フ化物の場合,2年目の秋(約16ヶ月)で平分程度が800～9009の出荷サイズに達しますので

 最近はこちらの方の比重が大きくなりつつあります。

 また,この出荷形態の方が春の産卵時期(2・3月)に当たらずに出荷できますので体重の

 冒減り(約7%)もなく,産卵後の体重回復の餌代が必要ないというメリットもあります。

 これには,以前は,フ化物は天然物に比べて奇形魚が多く,取扱いに弱い等の理由により買

 手が嫌がっていたのですが最近はそれが解消されたという背景もあります。

 このような理1hで最近の奄美人島のマダイ養殖の場合,購入時期が早くより成長の速い,つ
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 まり,1尾半たりの利幅が人1然物より大きいフ化物を購入して養殖をやっています。

 しかし,大子経常体の場合は,地元養殖業者よりも管理が十分に行き届かず成長が悪いため

 に,より成長の速いホソコソ物を中心に養殖しています。

(2)トラフグ

 昭和63年におけるトラフグの生産量についてみますと鹿児島県全体で225トン,奄美大島で

 は98トンと県全体の44%を占めています。

 毎年,7月上旬に50㎜サイズを約1101り/尾(運賃込み)で共同購入して,メロードや赤エ

 ピのミソチに栄養剤を混ぜて夜明けと1司時に餌をやり始め,食いの状況を見ながら1日中給餌

 します。その後,手の平サイズに成長する8」」中旬に共食い防1トのためにニッパーで1二下の歯

 を切取ります。この歯折りした3～4日は全く餌を食わなくなります。

 当歳トラフグの場合は,種苗購入と歯折りの時期の減耗が激しいのですがほとんど蛯死は見

 られず,この間の歩留りは約8割です。そして,9月頃から生餌(メロード,アジ,サパ)6:

 配合餌料4の割合いのMPに切り替え,翌年1月頃に中間原魚として4009サイズを,また,

 3月頃からは製品として7009サイズを出荷していますが,最近,トラフグが市場で品不足気

 味のため小さいサイズでも製品として出荷しています。奄美太島の場合,天然トラフグがいな

 いため種苗はほとんど全てフ化物に依存しており,l1白症等の疾病はほとんど見られません。

(3)シマアジ

 以前は天然物を購入してDPだけで20ヶ月で1・5㎏前後に成長させて出荷していました。シ

 マアジは一般では取扱いに弱いと言いますが少々手荒に取扱っても大丈夫なようです。しかし,

 麻酔には弱いようです。現在では,・度に大量に11冊できる魚種ではないので少量出荷となり,

 地元養殖業者は運賃がかさむため最近ではあまりやっていません。

 また,大手経営体の場合は,種苗をn分達で生産し,大々的にやっているところもあります。

 (4)その他

 ブリ・ハマチの場合は,アマミクドアが川ましたがカソパチについては発生していませんの

 で大規模にこれを養殖しているところもあります。

 また,クロマグロ(20～60㎏)を養殖しているところもあります。このように鹿児鳥のプリ・

 ハマチ養殖については,ほとんどが2年物5～6kgサイズの成魚出荷が中心ですが,今まで述

 べたように奄美人鳥のマダイを中心とした養殖の場合,午に輸送,販路,資金力等の都合によ

 り0.8～0.9㎏サイズで出荷する中間原魚の形態が多くとられています。

 つまり,中間育成までは奄美大鳥で,成魚仕トげは木十でといった分業養殖が確立されてき

 ていますが,l11問育成を余儀なくされる我々としては,販売価格が成魚咄荷に比べて安いので

 養殖サイクルを如くし知則川で川荷しなければなりませんしまた,1尾当たりの利幅が少な

 く、鹿児鳥に比較し1人'■{たりの'1消台数及び放養尾数が多くなければ経営は成り立っていき

 ません。

 また,大手経営体の場合は,独1/の種{一f生化施1投を持ち,成長が速い利点を生かして成魚fll

 Lげ川に本1二に11附するといった無頼推舳の前線札地として奄美人鳥を位置付けているようで

 す。
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 以L述べたように鹿児島県内の同じ魚類養殖でありながらこのように全く形態の異なる養殖

 が奄美大島(南部)では行われています。

 5今後の課題

 まず,第・に種肺の安定確保です。

 これについては,相η1の共1同体制の確立により,種商の購入先,種苗の運搬等徐々に解消され

 つつありますが,木十より数か』」もll」く稚魚の沖出しが可能となる亜熱帯域の奄美の海を治川す

 るためにも,また,放流用の種肺を作るためにも国や県の栽培漁業センターを是非,奄美大鳥に

 設置してもらいたいものだと思います。

 第一二に生産物等の販売体制の確立です。

 これについては,現在は,消費地まで遠いためマダイの場合は,一度に大量に運べる活魚船で,

 奄美の成長の早さをフルに活用し,中間原魚として'色あげ"前の状態で本土に出荷しています。

 しかし,それだけキロ単価も半熟安くなりますので,これからは,最終的な商品として,周年換

 金可能な出荷体制がとられるよう,例えば,活魚出荷だけでなく真空パック出荷フィーレ川荷等

 いろいろな販路拡大もしていただぎたいと思います。

 第三に漁場行使言ト画の策定,漁場の適正利用,漁場の環境保全です。

 これについては,漁脇を中心として現在,一・本釣,魚類・真珠養殖業者の相互の漁場整理を行

 いつつ,適正な規模で漁場環境保全ができるよう瀬戸内漁協業振興計画なるものを策定中です。

 最後になりましたが,やはり,魚類養殖の目標は,最終的に人の□に入る`食品''を作るわけ

 ですので,いつまでもよりよい環境で,より安全で,よりおいしいものを作り続けなければなり

 ません。

 そのためにも風光明媚で海のきれいな奄美大島の自然を大事にし,環境保全に努めていこうと

 思います。
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 表1瀬戸内漁協における漁獲量・金額の推移(魚類養殖業を含む)

年度

 数量(トン)

金額(百万円)

59年度

729

454

60年度

943

666

61年度

1,003

641

62年度

1,225

983

63年度

1,381

(資料:瀬戸内漁協)
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 図1瀬戸内漁協における漁獲量の推移

59年60年61年62年63年

 図2瀬戸内漁協における漁獲金額の推移

59年60年61年62年63年



 表2昭和63年における魚類養殖生産量

 (単位:トン)

    魚種名県全体奄美人島

    マダイ3,7212,663(72%)
      一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一I一一一一一一一一一一一

     シマアジ7638(50%)
      一一一一一一〇一一一一一一一一一一一一一一一一一■一

     卜ラフグ22598(44%)
      一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一■一一一一一一一一一一■一一一一一一一一一一一一一一一■一一一一一一

    ヒラメ5104(1%)
      一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一■一一

     プリ類外32,0240

     合計.36,5562,803(8%)

 ※()は,県企体との比較

 図3昭和63年における魚類生産量

(資料:農林水産統計)

鹿児島県全体

 E三三コマダイ
 騒シマアジ
 鰯麗トラフグ
[コヒラメ
 []ブリ類外

 図4昭和63年における魚類生産量 奄美大島

[]マダイ
 騒シマアジ
 麗綴トラフグ
 [二1コヒラメ
 ■ブリ類外
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 表3瀬戸内町における年別漁獲量・金額の推移

 (単位,上段:トン,  ド段:百万111)

          項目＼年5556575859606162

          漁数量659802749525731969993845
          一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一o一一一一一一一一一一

          船金額519605535443495575552533
          養数量964046618829231,2421,7292,262

          一一一一一一一oo一一一一一一一一■一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

          殖金額4821,0712,3283,2742,4353,5343,3013,628
          魚数量733576038338891,2071,6962,235
          一一一一〇一一一一一一一一一一一o一一一一一一■一一一一一一一一

          類金額914498421,3721,3571,6502,2382,307
          合数量7551,2061,4101,4071,6542,2112,7223,107
          一一一一■一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

          計金額1,0011,6762,8633,7172,9304,1093,8534,161

(資料:農林水産統言1)
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 表4年別マダイ生産量及び経営体数の推移

瀬戸
内町

宇検
村

 項目＼年55

 生産量(トン)73

経営体数2

 生産量(トン)一

経営体数一

56

357

2
0

57

564

4
0
1

58

743

4
0
1

59

839

4
0
2

60

1.135
5

51

3

61

1.624

6

522

3

62

2.210

6

408

2

(資料:農林水産統計)
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 私の漁業経営

吹上町漁協青年部山下巖

 1地域及び漁業の概況

 吹止町沿岸は,大砂丘と自然の松林とからなり,薩摩半鳥西部海岸の約50kmに及ぶ吹上浜の中

 南部に位置しています。

 吹上町地先は産卵,越冬の為に回遊するマダイ,チダイ,ヒラメ,サワラ,イカ類,アジ類等や,

 初夏以降には,索餌の為に回遊するバショウカジキ,キス,カワハギ類,シイラ等が来遊していま

 す。また遠浅の浅海地帯であるため,カツオ,マグロ類の沖合回遊魚の来遊は少ないですが,年に

 よってはヨコワの来遊も見られるなど,各種魚群の来遊に恵まれている好漁場です。特にこの海域

 では,夏期にキスの幼魚や各種幼魚類が混獲されたり,周年を通してマダイ,チダイの0～1才無

 の漁獲比重が高い等,幼稚仔の保育や育成の場となっているようです。

 一方,砂丘地帯であります関係上,沖合距離10kmの地点でも水深は30m程度,しかも海底は砂

 泥で,天然の魚礁には恵まれておりません。更に港は現在もなお河川を利用した昔ながらの典型的

 な潮待ち漁港です。それ故漁船の出入港が不自由で,操業時間や操業範囲,規模等におのずと制約

 を受けます。

 吹上町漁協組合員46名は,このような好,悪両面を持ち合せた条件の下,主にマダイ,チダイ,

 キスを対象とした吾智網漁業と冬期のヒラメ底刺網,サワラ流し網漁業を主体に漁業に従事してい

 ます。

 2漁協青年都の概況

 漁協青年部が部員8名で発足したのは昭和55年でした。発足以来,毎月定例会を開き漁海況や漁

 具・漁法の改善等,情報の交換を行なうと伴に,毎年先進地へ視察を実施し,部員の親睦,交流及

 び漁業技術の向トに努めています。

 また,吹上浜は全国でも有数の海亀の産卵地です。近年,海亀の保護がさけぱれており県海亀保

 護条例が施行されたことは記憶に新しいことと思います。青年部では産卵期の7～8月にかけて,

 県,町,鹿大海亀研究会等と一一体となってパトロールを実施し,不法な卵採取の防止に努めていま

 す。その他,海岸清掃,砂害を防止する砂防概の設置等,地域活動にも参加しています。

 決して活発な活動とは言えませんが,現在では部員も11名に増え,ざっくばらんに意見が言え,

 相談ができる,吹上町漁協青年部はそのようなグループです。

 非力ながらも私は,昭和57年～61年の2期4ケ年部長を務め,昭和62年には青年漁業士に認定さ

 れるという光栄にあずかり,身の引き締まる思いがしております。
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 3私の操業形態

 私は,昭和45年高校卒業後,大阪の会社に勤務しましたが,会社の歯車の1つにすぎない自分の

 将来に不満を感じ,r歯車で一生を終るより,自分の力で生きてみたい。」と考えるようになりま

 した。そういう時,いつも頭に浮ぶのが生まれ育った吹上の浜,そしてそこで漁を営む父の姿でし

 た。昭和53年に,父の後を継ぎ吹上での漁業にかけてみようと決心がつきました。Uターン後は父

 の船に乗り,年老いた父が営む吾智網,カゴ網漁業を手伝うかたわら,現在の漁業経営について考

 察したところ

 ①出入港の関係で,漁船規模,操業範囲には制約がある。

 ②タイ・ヒラメ等の一・部高級魚に対象が集中しており,対象魚種を多様化するべきである。

 ③父が営んでいる吾智網漁業は,季節によって漁獲量に同期的増減があるため,漁獲量の減少

 する冬期の水揚について検討するべきである。

 など,自分自身としての分析を行いました。①については,早急な改善は難しいながらも,

 今後の大きな問題として,行政機関に働きかけることとし,②③の改善については,操業のあ

 り方によっては,不可能ではないと感じました。

 私は,昭和54年に新船を建造し,まず,父の後を継いで吾智網,カゴ網漁業から始めました

 が,やはり,水揚げが思うように揚がりませんでした。そこで,従来から当海域で営まれてい

 たヒラメを中心とした刺網漁業を始め,継いで月日貝を対象とした貝びき網漁業を導入したの

 です。

 その後も,各種の魚群の来遊に恵まれているという地の利を活かして,魚群の来遊時期に合

 わせて,その魚種に最適な漁法で漁獲するよう心がけました。そういった時,青年部員間での

 情報交換が大変役立ちましたし,周辺漁協の操業状況にも目を向け,自分にとって有利と考え

 れば,積極的に率先して導入しようと試みた結果,現在では,ヒラメ等の刺網漁業を中心とし

て

 ヒラメ底刺網12～3月

 サワラ流し網11～3月

 見びき網(月日見)8～l1月

 (バカガイ)4～5月

 号智網4～9月

 ウシノシタ刺網4～7』」

 バショウカジキ流し絹8～10月

 という小規模で多岐にわたる組み合せによって年間操業の基本的な体制は整ってきました。

 その中で特に導入したサワラ流し網漁業はイす益なものでした。導入したのは昭和58年です。

 それ以前,吹.止1浜沖合では,サワラひき縄漁業が近隣漁協で盛んに営まれ,かなりの好成績を

 おさめていました。その情報,操業状況を見聞きしていた私は,かねてからサワラの漁獲を考

 えていたところ,隣接する漁協がサワラ流し網漁業を導入し,やはり好漁を呈するようになっ

 たのです。

 これを見て,私はそこへ研修に行き,漁具漁法をおそわり,サワラ流し網漁業の導入に踏み
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 切りました。

 導入の理由は,サワラ流し網漁業が,ヒラメ底刺網漁業と交互に操業時間を振り分けられる

 漁法だったからです。つまり朝,ヒラメ底刺網を揚網,午前中はそれを始

 末し,夕方から24時までサワラ流し網を操業するという効率的な操業形態が可能にたった訳で

 す。

 また,それまで漸増していたヒラメの水揚が頭打ちになっていたことも,導入のきっかけと

 なりました。

 導入当初は失敗もありました。その日,潮待ちをして出漁しましたので,すでに日は落ち,

 暗がりの中での投網作業になりました。その時は、浅瀬に投網したものですから,網が水面近

くまできており,

 いざ揚網を始めると,スクリューに巻き付いてしまい,やっとの思いで巻き付いた網を引

 き揚げ,船上に収容した時には,すでに日は昇り始める頃でした。もちろん漁獲どころでは

 たく,潮待ち港の非合理性を痛感すると同時に,新しい漁法を導入することの難しさを思い

 知らされました。

 このように失敗を繰り返しながらも,1年目には,1ケ月足らずの操業だったにもかかわら

 ず,500kg近くの水揚げができ,ある程度の目途は立ちました。

 しかし,実際に操業する上で,全て順調に進んだ訳ではありません。その1つには,操業を

 繰り返すうちにナイロン地の網がよじれて沈子綱に巻き付き,思うように網が広がらず,操業

 回数が増すごとに,サワラのかかりは極端に悪くなるという問題もありました。この点の改善

 方法を摸索した結果,ナイロンからアミラソに網地を変えることで,網のよじれの問題は解決

 されました。

 更に網の動揺を少なくする意味で,沈子綱に添って,30kgの沈子コードを取り付けるといっ

 た改良も行ないました。今では,サワラ流し網漁業は冬期の主要た漁業の1つになっています。

 皆様から見れば,まだまだ低次元のことかもわかりませんが,悪条件と闘いながら,豊富な

 資源を精一杯活用するために,積極的に新しい漁法を取り入れて,年間の或いは日間の組み合

 せ操業を行う,これが私の漁業形態であり,こうした事が私の今後,漁師として生きていく為

 の必要た経営努力であると考えています。

 4今後の計画

 今後は,吹上町地先でも一本釣でタチウオが釣れていることから,今まで対象としなかったタチ

 ウオの延縄による漁獲も計画しています。

 また,今,吹上町漁協では待望の荷捌所,漁村センターを建設中です。これには,活魚槽も設置

 される予定ですので,今までの鮮魚出荷から活魚出荷が可能になると思われます。活魚出荷に対応

 するため,タイ延縄等の釣漁業の再考も必要であると考えています。折角の施設を最大限に利用し,

 自らの手で運営していきたいものです。

 また,先にも述べましたとおり,今後港の整備が図られ,併せて獲るだけの漁業から,つくり育

 てる漁場の開発を推進していくならば,尚一層漁業経営が安定し,私達漁民の将来に向っても必然
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 的に展望が開かれるものと確信しています。

 以上で私の発言を終らせていただきますが今後とも関係の皆様方の御指導,御協力,よろしくお

 願い致します。

 図1吹上可及ぴ漁協位置図

呼

 現在の吹上町
漁業協同組合

伊作川J

壊
荷捌所,
 漁村センター建設地
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[図2] 漁業種類別漁期表

  漁期  漁業種類

  吾智網漁業

  ヒラメ刺網漁業

  サワラ流し網漁業

  貝びき網(月日見)漁業

  〃(バカガイ)〃く⇒1
  ウシノシタ刺網漁業

  カジキ流し網漁業



 〔図3]  漁業種類別水揚量(S.63)
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[図4]  漁業種類別水揚高(S.63)

(漁協)
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 図5サワラ流し刺網漁具図
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 地域に根ざした活動をめざして

鹿屋市漁協青年部鵜瀬芳昭

 1地域と漁業の概況

 私たちの住む鹿屋市は,大隅半島中部に位置する人口7万8千人の町で,1次産業を主体とした

 周辺地域の中核都市です。(図一1)

 市の海岸線19kmは,鹿児島湾に面し,古江,船間,高須,浜田の4地区があります。鹿屋市漁

 協は,この4地区の正組合員203名,准組合員95名で構成され,古江港を本拠地にハマチ・カソパ

 チ養殖業や小型底曳網,小型定置網等の漁船漁業を営んでいます。漁協の水揚高は,昭和63年度37

 億円で,そのうち9割以上を養殖業で占めています。(図一2)

 2グループの組織と運営

 私たちの鹿屋市漁協青年部は,親睦と情報交換を目的として昭和50年に発足しました。現在の部

 員数は44名で,そのほとんどが養殖業に就業しています。

 活動の中心は・結成以来毎月行って一きたr月例会」です。この月例会では・青年部のあり方や地

 域社会の問題について話し合い,具体的な活動の方向づけを行っています。そして,ここで話し合

 われたいろいろなテーマに基づいて,学習会や研究などに取り組んでいます。(表一1)特に昭和

 60年からは,漁協の推進する漁場環境保全や栽培漁業などの漁業振興事業に微力ながら協力してき

 ました。

 3活動課題選定の動機

 現在,青年部の課題は,第1にいろいろな人とのふれあいを通じ地域社会の一一員として視野を広

 めること。第2に生活の基盤である漁場の傑全に努めることの2つを柱としています。これらは当

 初からの課題であり,今考えると養殖業の発展と深いかかわりがあったのだと思います。学校を出

 て人と接することの少ない海の上での仕事をしていますと,視野は狭くなりがちです。一方,いろ

 いろだ活動の中で「海があるから私たちがある」という地先漁場の重要性をいつも感じています。

 4活動の状況と成果

 (1)ふれあい交流事業

 私たちは,青年部発足以来,組合員全員が集まって開催される漁業振興祭の運営を行ってい

 る他,昭和52年から福祉施設の訪間や夏祭りへ参加するなど,人との交流を積極的に行ってぎ

 ました。その中でも子供たちのいる福祉施設へのクリスマス慰問は,年間活動の一大行事です。

 ここでは,子供たちの見ている前で朝シメた新鮮なブリを活造りし,テーブルを囲んで一・緒
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 に食べたり,クリスマスパーティを開いて劇を演じたり,またソフトボールをして一緒に遊ん

 だりします。そして,親にめぐまれない子供や不自由な体の子供たちは,お礼に精一杯歌った

 り合奏したりしてくれます。聞いている私たちは,ぐっと胸に込みあげてくるものを感じます。

 小さな体で重荷を背負い,その傷つきやすい心で世間の偏見と1日も休むことなく戦っている

 尊い命の声が聞こえてくるようです。

 慰問を始めたころは,子供たちや子供たちを愛し,一・生懸命育てられている先生方と話をし

 ても,何を話してよいのかわからず,困惑してしまったことがよくありました。しかし今では,

 町にジングルベルの曲が流れ出すと,青年部員の心には,子供たちが歌ったrきよしこの夜」

 がよみがえり,いてもたってもいられなくなります。

 うまく言葉では表現できませんが,このようにいろいろた人たちとふれ合う機会を設けてき

 たことで,人を思いやる気持ち,自分たちを知ってもらうすべを教えられたような気がして,

 大変よかったと考えています。

(2)漁場保全

 漁場傑全について,まず手掛けたのは,藻場造成を目的として昭和60年から取り組んだワカ

 メ増殖とガンガゼ駆除です。そのきっかけとなったのは,県水産試験場で勉強したr藻場の効

 用」でした。ご存じのとおり,藻場は環境浄化に大きな役割を果たし雑仔魚の育成場としても

 重要です。

 まず,ワカメ増殖ですが,最初,軽量ブロックに種子糸を巻きつけ投入してみました。しか

 し,この方法では,砂にうまったり食害にあってなかなか思うような成果が得られませんでし

 た。そこで現在は,消波堤内の係留施設を利用して,ロープに種子糸1,000mを巻きつけ海面

 ド1～1・5mで養成します。(図一3)成長したワカメから放出される遊走子が付近に定着す

 ることを願ったものです。ワカメが成長すると途中で施設がもたなくなるので芽株を残してカ

 マで刈り捕ります。刈り捕ったワカメは地域の人に分けたりします。

 その結果,近くの鵜瀬鼻はもとより,2,500m離れた新港にまではえてきました。(図一4)

 ふしぎなことに,ワカメがはえてきたところには,ヒジキやテングサなど他の海藻も増えたよ

 うな気がします。昭和63年には県栽培漁業センターからアワビの餌料として,ワカメやヒジキ

 がほしいという話しがあり,毎年トラック1台ずつ運ぶようにたりました。

 ところが,すぐそぱの消波堤には,食害動物のガンガゼが多いためか,よくはえてきません。

 そこで,ワカメ養成に並行して,ガンガゼの駆除も行うようになりました。これは青年部員総

 出で年2回の作業を行いますが,慣れない潜水のせいか1回で3,000個程しか捕れません。ま

 た,ガンガゼの繁殖力がつよいのか,捕っても捕っても減るような感じがしません。捕ったガ

 ンガゼは,そのまま業者に売られ,その収益5万円程は月例会の費用にもなり,たいへん役立

 つのですが,この消波堤にはいまだワカメははえてくれません。今後は,ガンガゼに負けない

 よう,必ずこの消波堤に藻場を作ろうと,ワカメだけでなくヒジキの増殖も検討しています。

 次に昭和62年からモジャ]育成場として使用する消波堤内側漁場の海底耕転を始めました。

 消波堤内は,モジャコから2009程度に成長するまで養成する中間育成場で,養殖業者にとっ

 ては重要な場所です。しかし,潮通しがよくないうえにモジャコ時期の残飯が堆積し,年によっ
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 ては急病(類結節症)の大量発生を招くようになっていました。

 海底耕法と言いますと大がかりなものに聞こえますが,私たちの方法は,古いイケス鋼管枠

 を用いて幅8mの鍬のようたものを約4万円で作り,それを漁船で引き回すだけです。(図一

 5)部員が毎日交替で消波堤に沿って約O.6ノットで1往復約1時間かけて引きます。1日1

 隻で7～8往復し,5日間かけて12ヘクタールの漁場を3回程度まんべんなく耕します。

 この海底耕転の結果,中間育成漁場の類結節症発生量も減少してきたようです。養殖業者の

 間でも評判が高く,毎年10万円程を負担してくれます。また,モジャコ時期の全体の投薬量も

 大きく減少しました。(図一6)

 このように私たちの漁場保全についての取り組みを2つ紹介したわけですが,海岸清掃やち

 り箱設置とあわせて,好評を得ています。さらに,モイストペレットの普及率も100%に達し,

 組合全体でも漁場環境保全への意識が高まってきており,県漁青連の推進する1隻1籠のちり

 箱設置運動が当漁協でスムーズにできたことは,そのあらわれだと思います。

 5今後の取リ組みについて

 今,青年部の悩みとして特に気掛かりなのは,毎月行う月例会への出席率が低下してきたことで

 す。たしかにこれまでの青年部活動をふり返ってみると,事が多すぎて部員の負担が大きくなって

 いた面があったのかもしれません。積極的た活動はよいのですが,みんなが参加して取り組める無

 理のたい活動を計画すべきだと反省しているところです。私たち青年部の日漂は,あくまでも漁協

 組織を基盤として,部員相互に信頼し合える協同の精神を養うことです。そのために実践活動の結

 果や成果ではなく、その過程にこそ青年部活動のほんとうの意味があるのではないかと思います。

 最後に,私たちの漁村は今,国民的な海洋性レジャーの増大によって多くのトラブルが発生してい

 ます。私たちは,各方面の方々との交流を通じて,漁業の実態や海の環境保全についてお互いに理

 解し合えるよう努力しなければなりません。私たち青年部も,生産の場である海の秩序ある利用を

 図るために一一一生懸命がんぱっていきたいと思います。

 一おわり一
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図一1鹿屋市位置図
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[表一1]  鹿屋市漁協青年部の主な月別活動

      月活動事項月活動事項

      総会(1φ※婦人部合同役員会
      ガンガゼ駆除(3)鹿屋市ばか踊りへ参加(4)

      17マダイ中間育成(1)

      月例会(刺港湾清掃(14
      海底耕運作業(3)漁協ブリ協販会議準備(9)

      2※先進地視察8
      消波堤内清掃(8)

      月例会月例会

      養殖研究会への参加(5)漁青連ソフトボール大会へ参加(3)
      3※学習会9※ガザミ追跡調査

      月例会月例会
      親善スポーツ大会(2)湾普及協ソフトボール大会へ参加(6)

      4ワカメ捕り(4)lO※献血

      月例会月例会
      ヒジキ浦り(2)漁業振興祭運営11φ

      511学習会(9)

      月例会月例会
      漁青連総会へ出席(5)年末大掃除σ4

      612福祉施設への訪間⑫
      ふれあいクリスマスの開催⑫

 (注)※印の活動は,継続活動ではない。

 ()内の数字は,実績年数を表わす。
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図一3  ワカメ養成見取図
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図一4  ワカメ藻場の拡大
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図一5 海底耕転図
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 鹿屋市漁協における類結節症に対する投薬量の推移(漁協資料より)
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